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要旨：本研究は親からの期待と親からの期待の受け止め方が達成動機にどう影響するのかについて検








































表 1 Murray の社会的動機リスト
屈従 外的な力に受動的に服従すること 傷害回避 苦痛，肉体的傷害，病気，死を回避すること
達成 難しいことを成し遂げること 屈辱回避 屈辱を回復すること
親和 自分の味方になる人に近寄り，喜んで協力したり。好意を交換すること 養護 無力な者…の要求に同情と満足を与えること




中和 再び努力することによって失敗を 克服し，償うこと 拒絶
負のエネルギーの充当された対象から遠ざかる
こと
防御 暴力，批判，避難から自己を守ること 感性 感性的印象を求め，愉しむこと
恭順 優越している人に敬服し，支持すること 性 性的関係を形成し促進すること
支配 自分の人間的環境を統制すること 求護 味方の同情的な助けをかり自分の要求を満足させること
顕示 印象づけること 理解 一般的な質問を出したり，解答したりすること



























第 2章 方 法
調査対象者：西日本の大学の大学生 312名に調査を行い，回答に不備のあった 19名を除く 292名（女性 144名，
男性 148名）を最終的な分析対象とした。平均年齢 20.6歳（SD＝3.68歳）であった。
































Ⅰ Ⅱ Ⅲ M SD
3 社会の高い地位を目指すことは非常に重要だと思う .871 .033 −.262 4.63 1.48
2 難しい事を上手くやり遂げたと人に言いたい .665 −.096 .000 4.87 1.46
4 重要な人々と知り合いになれるように努める .636 .101 −.068 4.47 1.42
1 周りの人々が賞賛してくれるようなすばらしいことをしたい .624 .016 .109 5.19 1.41
19 世に出て成功したいと強く願っている .591 .213 −.042 4.59 1.55
5 技術や努力が必要であると一般に考えられていることをしたい .587 −.054 .168 4.76 1.32
9 物事は他の人より上手にやりたい .580 −.240 .274 5.15 1.31
6 私の人生の 1つの目的は立派なことを成し遂げて家族に喜んでもらうことである .495 −.005 .153 4.32 1.61
22 私は他の会社で人に仕えるよりは 50％の破産の危険性があっても自分で事業を経験したい。 .048 .813 −.301 2.87 1.59
18 他人から与えられたことをするより失敗の可能性が 50％あっても自分で計画してやることの方が好きだ −.055 .776 .036 4.00 1.52
23 何か新しいことをチャレンジするのは好きだ −.074 .668 .182 4.58 1.55
17 自分のことをもう・・・だからと考えるより，まだ・・・と考えるほうが多い −.073 .580 −.003 4.00 1.59
16 決定的に失敗かどうかわかる前から手を引くのは絶対にいやだ −.140 .539 .319 4.14 1.60
20 他の人が以前に失敗していることでもやりたい .169 .537 .046 4.11 1.49
21 何かの仕事や職業または専門の分野で第一人者になりたい .219 .463 .040 3.73 1.59
15 今日一日何をしようか考えることは楽しい −.027 .442 .188 4.47 1.57
12 なにかを上手くやるためには難しいことでも時間をかけてやる −.166 .086 .794 4.93 1.30
11 何でも手がけたことには最善を尽くしたい .004 −.124 .760 5.36 1.29
10 いつも何か目標を持ちたい .172 .137 .545 4.82 1.54
13 自分の好きなことは上手くなるためには努力する .096 −.052 .530 5.74 1.13
14 何か小さいことでも自分にしか出来ないことをしたいと思う .075 .120 .471 5.08 1.40
7 何か非常に社会的に有意義なことをしたい .244 .114 .449 4.73 1.41
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 社会的達成欲求 － .488 .554
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断した。そして因子負荷量 .35以上を示さなかった 3項目を除外した。因子分析結果を表 3に示した。
表 3 母親から感じた期待尺度の因子分析：プロマックス回転後の因子負荷量
Ⅰ Ⅱ Ⅲ M SD
18 人に優しくしてほしい .810 .035 −.179 4.16 0.93
14 思いやりを持ってほしい .800 −.050 −.121 4.20 0.88
22 挨拶が出来る人間になってほしい .749 .032 −.108 4.13 0.95
7 正直でいてほしい .719 .016 −.134 4.07 0.96
8 よい人間関係を作ってほしい .685 .027 −.088 4.29 0.88
32 健康に育ってほしい .610 −.094 −.069 4.54 0.75
10 自分の意見を言える人になってほしい .599 −.037 .251 3.64 1.12
28 くじけず，負けない人間になってほしい .543 .165 .183 3.71 1.04
19 自分のことは自分で責任を持ってほしい .535 .149 −.056 4.10 0.90
15 立派な社会人になってほしい .533 .343 −.096 4.10 0.93
31 自分の満足の行く生き方をしてほしい .525 −.292 .165 4.22 1.00
33 自分のやりたい仕事を見つてけほしい .513 −.258 .279 4.06 1.00
6 人を外見で判断しない人になってほしい .507 −.085 .135 3.41 1.13
12 何事にも積極的になってほしい .429 .183 .322 3.59 1.12
4 倫理観を持ってほしい .428 .108 .000 3.79 1.07
24 時間を守れる人間になってほしい .395 .139 .031 3.90 0.99
2 いい高校・大学に行ってほしい −.063 .825 .004 3.53 1.36
27 良い成績をとってほしい −.119 .824 .041 3.61 1.26
21 勉強ができる子であってほしい −.117 .816 .050 3.39 1.33
3 いい企業に就職してほしい −.077 .738 .104 3.49 1.32
13 業績の良いところに就職してほしい −.082 .646 .186 3.25 1.21
29 賢くあってほしい .091 .639 .157 3.63 1.08
11 安定した職業についてほしい .187 .595 −.181 4.03 1.11
20 将来のため，しっかり勉強してほしい .297 .577 −.033 4.01 1.06
16 親の言う事をきいてほしい .021 .530 .018 3.37 1.21
26 真面目でいてほしい .358 .383 −.113 3.79 1.03
17 専門的な職業についてほしい −.169 .237 .494 2.45 1.20
5 芸術面で活躍してほしい −.024 .004 .484 2.12 1.22
9 夢を追い続けてほしい .437 −.166 .483 3.44 1.24
1 何に関しても 1番になってほしい −.073 .377 .468 2.18 1.26
25 スポーツで活躍してほしい −.045 .092 .383 2.19 1.28
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 母親良い子期待 － .291 .328















判断した。そして因子負荷量 .35以上を示さない 1項目を除外した。因子分析結果を表 4に示した。第Ⅰ因子が
表 4 母親の期待に対する反応様式の因子分析：プロマックス回転後の因子負荷量
Ⅰ Ⅱ Ⅲ M SD
20 期待されることで背中を押されるように思った .853 −.003 .182 2.83 1.19
15 期待されることでやる気が出た .824 −.030 .153 2.84 1.16
10 期待する親に感謝している .822 −.109 .157 3.28 1.17
21 期待されることで背中を押されるように思う .810 −.061 .134 2.83 1.17
9 期待されて励みに感じた .806 −.089 .048 3.13 1.13
22 期待してくれて感謝している .777 −.063 .133 3.14 1.20
34 喜んで期待に応えた .735 .024 .053 2.64 1.10
4 期待されて嬉しいと感じた .732 −.038 .091 3.16 1.15
8 期待に応えられるよう，頑張ろうと思った .682 .018 −.234 3.39 1.13
25 期待に応えられるよう頑張った .679 .037 −.252 3.27 1.15
29 自分なりにできる努力をした .500 −.131 −.072 3.69 1.04
1 期待を裏切ってはいけないと感じた .489 .204 −.301 3.33 1.30
37 意識するまでもなく，自然と身についていた .477 .024 .369 3.12 1.10
33 期待をしている親と話し合った .468 .104 .082 2.60 1.28
13 期待される事を当然と感じた .440 .198 .177 2.60 1.25
16 期待されることを嫌だと感じた −.129 .847 .078 2.61 1.27
11 期待されることに疲れた .003 .804 −.054 2.45 1.24
17 期待する親に対して悪い印象を持った −.072 .763 .083 2.11 1.16
7 期待を重荷だと感じた −.025 .748 −.165 2.60 1.31
14 放っておいてほしいと思った −.220 .728 .184 2.90 1.26
3 期待されることでやる気を失った −.097 .722 .092 2.27 1.21
5 自分に口出ししないで欲しいと思った −.090 .709 .183 3.21 1.19
18 そんな事言われなくても分かっていると思った −.074 .653 .111 3.13 1.31
2 期待されてつらかった .051 .652 −.197 2.51 1.34
6 親に自分の何が分かるのか，と思った −.221 .646 .070 2.86 1.31
26 どうすべきかわからず，悩んでいた .196 .616 −.049 2.72 1.30
24 期待を無視するような行動をした .033 .611 .230 2.42 1.30
32 ただ親の言うとおりに行動した .138 .554 −.049 2.01 1.11
12 親を見返してやろうと思った .129 .467 −.018 2.27 1.27
19 結果を出せなかったらどうしようと不安だった .258 .458 −.236 2.88 1.39
23 期待に応えるために，無理をした .297 .454 −.267 2.32 1.22
31 期待していないほうの親と相談した .103 .400 .242 1.78 1.03
35 気にせず，普通に生活した −.020 −.114 .534 3.57 1.18
28 期待に応えたいと思ったが，特に努力はしていなかった .109 .367 .513 2.67 1.19
30 自分のやりたいことを，やりたいようにやった .316 −.038 .426 3.80 0.98
27 期待に応えようと思わず，自分の為に努力した .222 .203 .378 3.19 1.2
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 母親肯定反応 － .047 −.249
















「父親進路期待」，第Ⅲ因子を「父親人間性期待」とした。また，この 3因子についてクロンバックの α 係数を求
表 5 父親から感じた期待尺度の因子分析：プロマックス回転後の因子負荷量
Ⅰ Ⅱ Ⅲ M SD
14 思いやりを持ってほしい .917 −.081 −.046 3.71 1.18
18 人に優しくしてほしい .906 −.132 −.017 3.68 1.18
31 自分の満足の行く生き方をしてほしい .843 −.081 −.128 4.01 1.13
10 自分の意見を言える人になってほしい .823 −.018 .024 3.65 1.23
7 正直でいてほしい .807 .030 .001 3.82 1.20
8 よい人間関係を作ってほしい .781 .085 −.083 3.87 1.16
22 挨拶が出来る人間になってほしい .772 −.055 .014 3.86 1.13
33 自分のやりたい仕事を見つてけほしい .761 .067 −.083 3.91 1.17
6 人を外見で判断しない人になってほしい .744 −.194 .202 3.27 1.31
32 健康に育ってほしい .737 .116 −.218 4.22 1.05
24 時間を守れる人間になってほしい .723 .036 −.031 3.74 1.16
28 くじけず，負けない人間になってほしい .690 .004 .182 3.64 1.20
30 多くの友人関係を築いてほしい .681 .013 .109 3.64 1.22
4 倫理観を持ってほしい .635 .132 −.064 3.63 1.24
9 夢を追い続けてほしい .627 −.148 .230 3.37 1.35
12 何事にも積極的になってほしい .595 .075 .228 3.40 1.22
19 自分のことは自分で責任を持ってほしい .561 .195 −.100 3.98 1.09
15 立派な社会人になってほしい .444 .397 −.053 3.89 1.18
34 良い伴侶を見つけてほしい .388 .179 .190 3.04 1.29
26 真面目でいてほしい .365 .306 .115 3.56 1.22
2 いい高校・大学に行ってほしい −.087 .850 .018 3.45 1.42
21 勉強ができる子であってほしい −.104 .842 .035 3.23 1.34
3 いい企業に就職してほしい −.018 .803 −.023 3.51 1.36
27 良い成績をとってほしい −.096 .795 .123 3.43 1.29
13 業績の良いところに就職してほしい −.088 .774 .093 3.37 1.34
11 安定した職業についてほしい .081 .766 −.148 3.78 1.28
20 将来のため，しっかり勉強してほしい .225 .705 −.144 3.80 1.27
29 賢くあってほしい .166 .659 .035 3.48 1.24
5 芸術面で活躍してほしい .012 −.158 .690 1.97 1.16
17 専門的な職業についてほしい −.082 .122 .605 2.43 1.29
1 何に関しても 1番になってほしい −.058 .316 .573 2.39 1.34
25 スポーツで活躍してほしい −.055 .058 .552 2.41 1.40
16 親の言う事をきいてほしい .001 .295 .385 3.03 1.31
23 質素でいてほしい .249 −.071 .372 2.79 1.21
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 父親良い子期待 － .541 .470
Ⅱ 父親進路期待 － .547
Ⅲ 父親人間性期待 －
藤川 優香：親子関係が達成動機に与える影響について ２９









Ⅰ Ⅱ Ⅲ M SD
15 期待されることでやる気が出た .909 −.044 .039 2.71 1.20
9 期待されて励みに感じた .869 −.099 .044 2.85 1.25
10 期待する親に感謝している .850 −.136 .085 3.04 1.28
21 期待されることで背中を押されるように思う .847 −.107 .035 2.75 1.29
34 喜んで期待に応えた .844 −.082 .041 2.59 1.16
4 期待されて嬉しいと感じた .838 −.067 −.016 2.92 1.23
20 期待されることで背中を押されるように思った .835 −.091 .067 2.79 1.29
22 期待してくれて感謝している .835 −.101 .109 3.09 1.24
8 期待に応えられるよう，頑張ろうと思った .812 .008 −.107 3.11 1.25
25 期待に応えられるよう頑張った .739 .068 −.048 3.09 1.20
1 期待を裏切ってはいけないと感じた .578 .281 −.257 2.81 1.38
33 期待をしている親と話し合った .527 .130 .038 2.31 1.27
29 自分なりにできる努力をした .509 .045 .397 3.64 1.09
37 意識するまでもなく，自然と身についていた .450 .124 .357 2.95 1.14
13 期待される事を当然と感じた .430 .307 .070 2.52 1.23
36 自分がとるべき行動を考え，その様に振舞っていた .361 .155 .216 3.24 1.20
11 期待されることに疲れた .006 .861 −.065 2.36 1.24
16 期待されることを嫌だと感じた −.083 .843 −.006 2.47 1.27
14 放っておいてほしいと思った −.299 .839 .141 2.80 1.28
3 期待されることでやる気を失った −.048 .828 −.027 2.18 1.16
6 親に自分の何が分かるのか，と思った −.204 .822 .185 2.64 1.34
7 期待を重荷だと感じた .051 .800 −.087 2.45 1.31
5 自分に口出ししないで欲しいと思った −.172 .798 .230 2.80 1.35
2 期待されてつらかった .074 .791 −.150 2.26 1.28
17 期待する親に対して悪い印象を持った −.130 .764 −.073 2.18 1.27
18 そんな事言われなくても分かっていると思った −.076 .724 .152 2.91 1.33
12 親を見返してやろうと思った .086 .641 .050 2.33 1.28
24 期待を無視するような行動をした .068 .580 .087 2.33 1.25
23 期待に応えるために，無理をした .349 .537 −.197 2.28 1.22
26 どうすべきかわからず，悩んでいた .350 .506 −.100 2.55 1.30
32 ただ親の言うとおりに行動した .184 .490 −.105 1.99 1.15
31 期待していないほうの親と相談した .116 .446 .098 1.93 1.13
19 結果を出せなかったらどうしようと不安だった .389 .433 −.195 2.72 1.38
30 自分のやりたいことを，やりたいようにやった .196 −.046 .705 3.73 1.09
35 気にせず，普通に生活した −.040 .005 .643 3.51 1.18
27 期待に応えようと思わず，自分の為に努力した .180 .243 .596 3.25 1.22
因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ 父親肯定反応 － .280 −.033
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定反応」，第Ⅱ因子を「父親負担反応」，第Ⅲ因子を「父親反発反応」とした。また，この 3因子についてクロン




＝.42, p＜.01），個人的達成欲求（r＝.51, p＜.01），母親良い子期待（r＝.19, p＜.01），母親進路期待（r＝.20, p
＜.01），母親人間性期待（r＝.20, p＜.01），母親肯定反応（r＝.30, p＜.01），父親良い子期待（r＝.18, p＜.01），
父親進路期待（r＝.16, p＜.01），父親人間性期待（r＝.25, p＜.01），父親肯定反応（r＝.19, p＜.01）であった。
挑戦成功欲求と有意な正の相関が見られたのは，個人的達成欲求（r＝.63, p＜.01），母親良い子期待（r＝.24, p
＜.01），母親人間性期待（r＝.32, p＜.01），母親肯定反応（r＝.32, p＜.01），父親良い子期待（r＝.23, p＜.01），
父親人間性期待（r＝.20, p＜.01），父親肯定反応（r＝.24, p＜.01），父親反発反応（r＝.16, p＜.01）であった。
個人的達成欲求と有意な正の相関が見られたのは，母親良い子期待（r＝.30, p＜.01），母親人間性期待（r
＝.16, p＜.01），母親肯定反応（r＝.35, p＜.01），父親良い子期待（r＝.32, p＜.01），父親人間性期待（r＝.15, p
＜.01），父親肯定反応（r＝.25, p＜.01）であった。
母親良い子期待と有意な正の相関が見られたのは，母親進路期待（r＝.38, p＜.01），母親人間性期待（r＝.34, p
＜.01），母親肯定反応（r＝.43, p＜.01）父親良い子期待（r＝.69, p＜.01），父親進路期待（r＝.37, p＜.01），父親
人間性期待（r＝.33, p＜.01），父親肯定反応（r＝.35, p＜.01）であった。
母親進路期待と有意な正の相関が見られたのは母親人間性期待（r＝.37, p＜.01），母親肯定反応（r＝.28, p
＜.01），母親負担反応（r＝.38, p＜.01），父親良い子期待（r＝.36, p＜.01），父親進路期待（r＝.54, p＜.01），父
親人間性期待（r＝.42, p＜.01），父親肯定反応（r＝.28, p＜.01），父親負担反応（r＝.37, p＜.01）であった。
母親人間性期待と有意な正の相関が見られたのは，母親肯定反応（r＝.35, p＜.01），母親負担反応（r＝.22, p
＜.01），父親良い子期待（r＝.28, p＜.01），父親進路期待（r＝.23, p＜.01），父親人間性期待（r＝.57, p＜.01），
父親肯定反応（r＝.33, p＜.01），父親負担反応（r＝.21, p＜.01）であった。
母親肯定反応と有意な正の相関が見られたのは，父親良い子期待（r＝.43, p＜.01），父親進路期待（r＝.24, p





達成動機尺度 母親からの期待尺度 母親の期待反応様式 父親からの期待尺度 父親の期待の反応様式






















































































































































































































































注：*p＜.05, **p＜.01, ***p＜.005, ****p＜.001分散が異なる場合には Welch の検定を行った。
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『読売新聞』1885年 8月 14日～1885年 8月 16日 朝刊「玉に瑕 親の心子知らず，玉の輿にとの父母の期待を裏切った娘」
『毎日新聞』1976年 2月 3日 夕刊「日比谷高生が自殺」
『毎日新聞』1989年 3月 5日 朝刊「長期無気力・引きこもり症，長男に多発」（筑波大グループ調査）
藤川 優香：親子関係が達成動機に与える影響について ３５
